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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は広義のヌクレオシドの合成に関する著者の業績を記述したもので, プリンとしてはヒポキサン

チンおよびアデニンの- ロゲン化水銀塩を用い, これらとアセ ト- ロゲノ糖との反応生成物を詳細に研究

し, 新しい2 糖置換プリンを単離してその化学構造, 生成様式ならびに物理化学的諸性質を明らかにし,

あわせてヒスチジン生合成の中間体であるN-1- (5′- ホスホリボジル) -ATPのヌクレオシド部分の

化学合成の可能性を示したものである｡

著者はまず,(1)Taylorらによって開発されたヒポキサンチンの合成法のニ トロソ化の段階に改良を加

え, さらに反応段階を短縮して研究室での大量合成に適した実用的な方法を考案し, (2)このヒポキサンチ

ンのハロゲン化水鋭塩とアセ ト- ロゲノ糖との縮合反応を各種の溶媒を用いて行ない, 1糖置換プリンな

らびに新しい2 糖置換プリンの各 2 種の位置異性体 (合計 4 個) が同時に合成されることを見出し, (3)各

異性体の生成比率と溶媒の関係を追求 し, 溶媒をかえることによって目的に応 じたヌクレオシドがえられ

ることを認めた｡ また(4)新しい2 糖置換プリンについては電子スペクトル, 核磁気共鳴スペク トルおよび

旋光分散曲線の測定結果から, それらの立体配座およびアノメリック炭素の立体配置の解析を行ない, 最

後に, (5)アデニンの- ロゲン化またはシアン水銀塩とアセ ト- ロゲノ- D - リボースとの反応を行ない上

記N-1- (5′- ホスホリボシル) -ATPのヌクレオシド部分を合成することに成功した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

イノシン酸およびグアニル酸は核酸の中で重要な地位を占める物質であり, その関連物質の合成は合成

化学上, ならびに核酸の化学上重要な事項である｡

著者は Taylorによって開発されたヒポキサンチンの合成法に検討を加え, ニ トロソ化の段 階 を改良

し, さらに反応段階をも短縮して, 実験室的には比較的大量の合成に適した方法を考案した｡ これはその

後の研究の原料合成に役立つところが多大であった｡ つぎにこのヒポキサンチンの- ロゲン化水銀塩とア

ー753-



セ ト- ロゲノ酸の縮合反応を種々の溶媒を用いて実験し, その結果1糖置換プリンならびに2糖置換プリ

ンの各2種の位置異性体 (合計4種) が同時に生成することを見出し, 各異性体の生成比率と溶媒との関

係を追求し, 目的に応 じたヌクレオシドは, 溶媒を換えるこ之によって得 られることを明らかにした. 上

述の物質中2糖置換プリンは新物質であって, 著者はこの物質について, 電子スペクトル, 核磁気共鳴ス

ペク トルおよび旋光分散曲線の測定経晃を解析し, それらの立体構造を明らかにした｡ またアデニンのハ

ロゲン化水銀塩またはシアン化水銀塩と, テセ トハロゲノIDI-) ボースとの反 応 を実験し, N-1-

(5′- ホスホリボシル) -ATPのヌクレオシド部分を合成することに成功した｡

以上の研究内容は核酸化学に関する分野に貢献するところが大きい0

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

- 754-




